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↑t｀ 相談日は、いずれも土・日・祝日および年末年始を除きます。 保存脈

担当地区

●麻里布・東・装港・小瀬・桂島

●川下・愛宕

0平田・北河内・南河内

●岩国・藤河・御庄・師木野

0灘・通津

0由宇

●玖珂

●周東

●美川・美和

●錦・本郷

名称

0介護保険課

0高齢者支援課

名称

0いしい記念病院
認知症疾患医療センター

住所

室の木町3丁目1-11

牛野谷町2丁目12‐38

室の木町3丁目1‐11

多田3丁目10■ 5

藤生町1丁目17‐26

由宇町中央1丁目10-11

玖珂町4933-2

1周東町下久原 1208-11

美川町四馬神1057

錦町広瀬705

住所

今津町1丁目1牛51

今津町1丁目1牛51

多田3丁目102-1

電話

奮 24-3781

空■34-1577

a24-3700

空■44-0700

奮 34-1313

奮 63-3113

奮 82-0368

奮 84-3615

奮 76-0231

奮 71-0055

電話

空■29-2533

a29-2566

電話

奮 44-1464
(センター専用)

電話

空■29-1525
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認知症は早期診断、早期治療がとても大切ですがもの忘れ」

は最も多い初期症状ですが、原因により様々な症状が見られま

す。認知症に早く気づき、適切な治療を行い、周りの人の気づか

いや支えがあれば、症状を改善したり、進行を緩やかにすること

ができます。「認知症かもしれない」「いつもと様子が違う」そう

思った時には、すぐに相談しましょう。

アルツハイマー型認知症

認知症の半数以上を占めています。もの忘れ

から始まり少しずつ進行します。様々な薬が開

発され、早期治療をすれば、症状の進行が緩

やん`になります。

前頭側頭型認知症

もの忘れは初期には目立ちません。最初は、怒

りっぱい、ルールを無視した行動をとるなど性

格の変化が目立ちます。同じ言葉や行動を繰り

返すこともあります。

』』

レビー小体型認知症

幻視や妄想、立ちくらみや失神などの自律神経

症状、手のお、るえ、歩行障害、繰り返す転倒な

ど様々な症状がありま
ど
九初期にはもの忘れが

目立たないこともあります。

血管性認知症

脳梗塞や脳出血な法脳の血管障害が原因となりま

す。記憶障害の他に、うつ症状や言語障害や、運動

麻痺などの神経症状を伴うことがあります。脳の血

管障害を起こさないような予防が大切になります。

紳
くt      i

く認知症には様々な種類があります )

住所

名称                  住所

0山口県岩国健康福祉センター 三笠町1丁目1‐ 1

認知症の原因となるその他の病気

正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、甲状腺疾患な浪 様々な病気が認知症の原因になります。原因となる

病気によつては治療により劇的に改善するものもあります。これらの病気を見逃さないために頭部CTや

血液検査などが必要となりま
‐
先

気になることがあれば、はじめにお近くの地域包括支援センターにご相談ください。
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この認知症ガイドブックに関するお問い合せは、市役所高齢者支援課   ロセ9-2566まで。 岩国市
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「認知症の度合い」や「先の見通し」について確認してみましょう。
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※アルツハイマー型認知症を中心に記載していま丸 病気により症状が異なり、症状の現れ方には個人差がありま
‐
先

認知症の

状態

認
知
症
の
人
の
様
子
（見
ら
れ
る
症
状
例
）

0最初にもの忘れが目立ちはじめます。

●日時や曜日、季節が分かりにくくなります。

●何かを計画し、順序立ててやり遂げること

が難しくなります。

□同じことを何度も言ったり、質問したりする。

□さっき言ったことを覚えていない。

□日にちや曜日が分かりにくくなる。

□物をなくしたり、盗られたと言ったりする。

ロテレビのリモコンやATMが使えなくなる。

●直近のことだけでなく、古い記憶もあいまいに

なります。

0人物も見当をつけることが難しくなります。

□近所(慣れた場所)でも道に迷ったりする。

□家族が分からなくなる。

□物を見ても、それが何か分からない。

0言葉によるコミュニケーションが難しくなりま・先

□言葉(語彙や発語量)が減つてくる。

□話しかけた言葉が理解できない。

□表情が乏しくなる。

田

暮
ら
し
の
中
で
困
る
こ
と
（例
）

0はじめの頃は、気持ちの変化やもの忘れが
見られることで気づくことが多いです。

●調理や買い物など、今までできていた家事

などで見守りが必要になってきま魂

ロイライラして怒りっぽくなる。

□一人でいるのが不安になったり、外出するの
がおつくうになつたりする。

□趣味や好きなテレビ番組を楽しめなくなる。

□料理の味が変わったと家族に言われる。

□買い物に行くと同じ物ばかり買ってくる。

0身の回りのこと全般で支援や介護が必要にな
ります。

●肺炎や転倒による骨折など、合併症が増えて
きます。

□服をうまく着ることができない。

□入浴するのを嫌がつたり、体がうまく洗えなくな

る。

ロトイレの水を流すのを忘れたり、排泄の失敗が増

えてくる。

●病気によっては寝たきりとなるなど、常に介護

が必要な状態です。

□寝たきりとなり、排泄や入浴など、身の回りのこと

全般に介護が必要。

□食事が飲み込みにくくなり、介助に時間がかか

る。

□ 日中も眠つている時間が多くなる。

本
人
・家
族
向
け

ア
ド
バ
．イ
ス

◆早期に診断や治療を行うことが大切です。
いつもと違う様子や困つたことがあれば、ま
ず相談しましょう。

◆本人が認知症の症状を自覚し、不安に思つ
ていることもあります。

◆本人ができることを大切にし、家族はできな
い部分を支援しま

‐
先

0もの忘れが激しくなり、印象深い出来事も
忘れるよう|こなります。

●場所の見当をつけることが難しくなりま
・
先

●徘徊などの問題行動や精神症状が出やす

くなります。

□いつどこで何をしたのか忘れる。

□自宅から離れたところ(慣れていない場所)
で道に迷う。

□家にいるのに「家に帰る」と言う。

□食事をしたのに「食べていない」と言う。

0家事全般で支援が必要になります。

●着替えや入浴など、身の回りのことにも支

援が必要になってきま
‐
先

ロガスの消し忘れがあり、鍋を焦がすことが多く
なる。

□薬やお金の管理ができない。

□季節にあった衣服を選べなくなる。

□毎日の入浴を忘れることがある。

◆火の不始末や道に迷うなど、思いがけない

事故に備えて安全対策を考えましょう。

◆家族は、本人の行動の変化にとまどいや不
安を感じたり、介護がつらいと感じる事が

増えてきま
‐
先一人で抱え込まず、親族など

身近な人にも理解してもらいましょう。

◆医療や介護サービスの利用など検討して
みましょう。

◆家族の介護負担が増えてきます。

◆相談しながら、医療や介護サービスを上手に
使いましょう。

◆急に体調を崩しやすくなりま
‐
先

◆肺炎なふ他の合併症の症状や予防策につい
て知っておきましょう。

◆家族は言葉以外のコミュニケーション(スキン
シップや表情・しぐさから気持ちをくみ取るな
ど)を心がけましょう。

◆医療や介護の専門職と、看取りに備えた相談
をしておきましょう。


